
回帰係数の t 検定 

 
2 つの変量間の関係を直線（y = ax + b）で回帰した場合、得られた傾き a と切片 b の値は

母集団本来の値と異なる可能性がある。もし母集団に関する a の値が 0 に等しいとなれば x

の項の存在意義はなく、bの値が0に等しいとなれば定数項の存在意義がないと判断される。

これらの係数の有意性（a≠0 or b≠0）は t 検定によって判定することができる。 

x と y のデータが n 組あるとき、各要素を xiと yi、それぞれの平均を x と y とすれば、回

帰直線からの偏差平方和 SEと誤差分散の推定値 vE
2は次式で与えられる。 
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ここで、次式から計算される t 値が有意水準αで自由度 2−n のときの tαよりも大きければ a

≠0 であると判定される（a = 0 という仮説が棄却される）。 
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一方、t = tαとなるような有意水準を p 値で表せば、p > 0.05 のとき危険率 5%で有意といえ

る。p 値は Microsoft EXCEL の関数を用いて次式で求められる。 
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EXCEL で｛データ｜データ分析｜回帰分析｝を実行しても同様の計算結果が得られ、この

場合切片 b に対する p 値も同時に求められる。 
 
計算例 
→ EXCEL ワークシート 
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